
参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）

に

あ
し　

や　

ど
う 

ま
ん

お
お 

う
ち 

か
が
み　

に
ん
か
む
ろ

か
ら
「
文
楽
入
門
鑑
賞
の
し
お
り
」
と

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
注
意
の
書
面
」
が
配

付
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
初
心
者
を

は
じ
め
、
全
員
が
有
意
義
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
受
付
も
通
常
と
は
異
な
り
、

チ
ケ
ッ
ト
お
渡
し
を
含
め
様
々
な
制
限

が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。　
（
久
留　

記
）

 

第
85
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

12
月
10
日
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
19
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
冬
の
肌
寒
さ
が
感
じ

ら
れ
る
曇
り
空
で
し
た
が
、
コ
ー
ス
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
く
、
楽
し
く
プ
レ

ー
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
大
ベ
テ
ラ
ン

が
優
勝
し
、
な
ん
た
い
倶
楽
部
の
百
戸

さ
ん
が
健
闘
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

広
原　

徳
順
さ
ん　

96
26
70

準
優
勝　

百
戸　

正
行
さ
ん　

97
25
72

３　

位　

八
巻　

信
喜
さ
ん　

83
8
75

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

 

第
１
０
８
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

12
月
16
日
、
宇
都
宮
市
の
サ
ン
ヒ
ル

ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
10
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

寒
さ
に
め
げ
ず
、
楽
し
い
ゴ
ル
フ
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
常
時
２
位
ま

た
は
３
位
の
実
力
者
、
川
田
さ
ん
が
昨

年
初
め
て
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

90
11
79

準
優
勝　

柳
田　

満
一
さ
ん　

108
27
81

３　

位　

松
本　

一
人
さ
ん　

110
26
84

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

令
和
２
年
度
第
８
回
戦
（
募
集
）

　

今
年
度
の
最
終
戦
を
、
場
所
を
変
更

し
て
開
催
し
ま
す
。
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、

ぜ
ひ
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
！

期
日　

３
月
23
日
㈫

場
所　

佐
倉
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

集
合　

京
成
酒
々
井
駅　

９
時
40
分

募
集　

12
名

会
費　

１
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
・
レ
ン

タ
ル
・
賞
品
込
）

　
　

＊
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

担
当　

新
部　

健
治

　
　

☎
０
４
７
（
４
４
８
）
２
５
１
７

　
　
　

三
富　

照
雄

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
４
１
７
０

 

12
月
の
互
選
句

　

12
月
の
題
は
「
進
路
」

こ
の
道
を
来
た
か
ら
会
え
た
人
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

我
が
進
路
コ
ロ
ナ
さ
え
ぎ
り
霧
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

進
学
も
進
路
を
拒
む
コ
ロ
ナ
菌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

将
来
の
進
路
に
迷
い
引
き
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

台
風
が
ジ
グ
ザ
グ
浮
気
迷
走
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

寡
婦
と
な
り

　

派
手
に
生
き
る
と
進
路
変
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

あ
が
い
て
も
三
途
の
川
が
待
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

飄
々
と
生
き
て
進
路
は
風
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

　

昭
和
49
年
に
日
本
交
通
公
社
に
入
社
、

平
支
店
を
振
り
出
し
に
、土
浦
・
熊
谷
・

Ｔ
Ｌ
・
水
戸
と
異
動
し
、
関
越
仕
入
以

降
は
旅
行
分
野
か
ら
職
種
形
態
が
変
わ

り
、
シ
ス
テ
ム
分
野
の
仕
事
に
従
事
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
各
職
場
の
皆
様
の

ご
指
導
に
は
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
故
郷
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
い
わ

き
支
店
に
勤
務
し
、
平
成
24
年
５
月
に

退
職
、
約
40
年
間
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
勤
務
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
念
願
の
秘
湯
温
泉
巡
り

を
ス
タ
ー
ト
。
滝
下
か
ら
湧
き
出
る
奥

鳴
子
温
泉
宿
、
そ
し
て
二
岐
温
泉
の
出

湯
等
々
、
温
泉
巡
り
三
昧
の
楽
し
み
を

満
喫
し
た
シ
ン
プ
ル
な
生
活
を
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
後

は
、
復
興
事
業
の
１
つ
で
あ
る
、
い
わ

き
復
興
観
光
案
内
所
で
約
３
年
間
、
被

災
個
所
へ
の
視
察
案
内
や
添
乗
業
務
等

に
携
わ
り
、
現
地
の
被
害
状
況
・
復
興

の
現
況
等
の
説
明
・
案
内
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
は
復
興
工
事
も
加
速

さ
れ
、
か
つ
て
の
惨
状
も
減
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
業
務
も
卒
業
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
再
び
秘
湯
温
泉
へ
の
旅
を

計
画
中
！
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

残
念
な
が
ら
保
留
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
や
む
な
く
、
今
は
運
動
不
足
解
消

に
ボ
ウ
リ
ン
グ
リ
ー
グ
へ
参
加
し
、
週

１
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

と
き
わ
路
倶
楽
部
へ
加
入
す
る
に
あ

た
り
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

次
の
15
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
11
月
出
発
分
〉

五
十
嵐
隆　

池
田
達
男　
国
松
千
恵
子

齋
藤
正
司　

瀬
戸　

修　

曽
我
和
恵　

土
屋　

實　

常
住
吉
男　

鶴
岡
克
己

外
川
宇
八　

中
村
雄
征　
長
島
喜
恵
子

野
田
正
和　

樋
口　

弘　

山
場
利
雄

　

次
の
34
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
11
月
分
〉

会
田
三
重
子　

赤
坂
治
子　

秋
山
裕
子

飯
尾
佳
弘　

五
十
嵐
隆　

稲
葉　

茂

岩
瀬
正
夫　

内
田
寛
治　

小
川
和
子

加
藤
不
二
男　

木
次
昌
紀　

九
郷
臣
二

栗
田　

保　

栗
又
靖
糺　

小
林
哲
二

佐
野
孝
雄　

茂
原
史
則　

嶋
口　

健

曽
我
和
恵　

髙
橋
恒
彦　

滝
口
重
夫

田
口
栄
治　

田
所
正
栄　

田
中
淑
夫

中
村
雄
征　

並
木　

清　
二
階
堂
晋
一

野
口
正
太
郎　

浜
名
誠
一　
濱
野
キ
ヨ
子

原
田
清
孝　

宮
嶋　

恂　
山
瀬
亀
和
武

鷲
澤
典
子

 

お
詫
び
と
訂
正

　

支
部
だ
よ
り
１
月
号
の
常
磐
倶
楽
部

「
第
70
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
記
事
中
、

優
勝
者
井
内
貴
明
さ
ん
の
グ
ロ
ス
ス
コ

ア
は
97
が
正
当
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

東
京
２
３
倶
楽
部

◎
参
加
者
募
集
一
覧

主　

催

２
月

18
日 

㈭

２
月

25
日 

㈭

３
月

31
日 

㈬

東
京
２
３
倶
楽
部
発
足
20
周
年
記
念
懇
親
会 

（
中
止
）

第
３
回
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

（
中
止
）

玉
川
上
水
を
歩
く（
第
３
回
）
鷹
の
台
か
ら
武
蔵
境

東
京
２
３

京　

葉

武
蔵
野

実
施
日

内　
　
　
　

容

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
新
聞

Ｗ
Ｅ
Ｂ
社
内
報
化
へ
の
対
応

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
新
聞
は
、
12
月
号

１
面
に
掲
載
の
と
お
り
、
昨
年
12
月
号

を
も
っ
て
紙
新
聞
を
廃
止
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

社
内
報
「
Ｊ
’ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ

＝
ジ
ェ
イ
ズ
マ
ガ
ジ
ン
」
に
刷
新
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
新
経
営
計
画
に
則
っ

た
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
一
環
で
、
経
費

削
減
に
も
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
へ
は
、
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
決
算
・
人
事
な
ど
の
経
営
情
報
お
よ

び
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
係
記
事
が
月
末
に
提
供

さ
れ
ま
す
。
そ
の
情
報
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）上
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。
関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
上
の
「
Ｊ
’ｓ

　

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
（
ID
＝
ｊ
ｔ
ｂ
ｏ
ｂ
ｏ
ｇ
、
PW
＝

２
４
３
１
９
）。
そ
の
中
の
重
要
情
報

は
、
本
部
発
行
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ
新
聞
に
も
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
お
手
持
ち
の
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
、関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
の「
お

知
ら
せ
通
知
登
録
」、
お
よ
び
本
部
Ｈ

Ｐ
の
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
登
録
」
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
（
登
録
操
作
に
つ
い
て
は
、
支

部
だ
よ
り
12
月
号
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
親
し
む
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

 

玉
川
上
水
を
歩
く
（
第
３
回
）

鷹
の
台
か
ら
武
蔵
境

　

今
回
は
桜
の
季
節
に
歩
き
ま
す
。
初

め
に
日
本
で
唯
一
の
下
水
道
の
博
物
館

を
訪
れ
、
玉
川
上
水
と
の
関
係
を
探
り

ま
す
。
小
川
水
衛
所
跡
か
ら
先
は
小
金

井
桜
と
し
て
有
名
な
通
り
で
す
。
途
中

希
望
者
に
は
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
を

見
学
い
た
だ
け
ま
す
（
入
館
料
別
）。

　

昼
食
は
和
食
処
「
一
龍
」
に
て
。
午

後
は
歌
川
広
重
ら
が
錦
絵
や
絵
画
に
描

い
た
小
金
井
橋
を
散
策
後
、
桜
の
名
所

小
金
井
公
園
で
少
休
止
。
千
川
上
水
の

分
岐
と
な
る
境
橋
を
経
由
し
、
最
後
は

国
木
田
独
歩
の
文
学
碑
の
あ
る
桜
橋
を

通
っ
て
武
蔵
境
駅
ま
で
行
き
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
31
日
㈬

集
合　

西
武
鷹
の
台
駅　

10
時

行
程　

鷹
の
台
駅　

小
平
ふ
れ
あ
い
下

水
道
館　

小
川
水
衛
所
跡　

小

平
桜
橋　
（
昼
食
）　

小
金
井
橋

　

小
金
井
公
園　

武
蔵
境
駅

会
費　

３
０
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
） 

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元 　

　

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

＊
最
終
第
４
回
は
５
月
11
日
㈫
を
予
定
。

 

さ
き
た
ま
倶
楽
部
・
な
ん
た
い
倶
楽
部

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
募
集
）

期
日　

３
月
17
日
㈬

場
所　

デ
ィ
ア
レ
イ
ク
Ｃ
Ｃ

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
３
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

４
４
９
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

３
月
９
日
㈫

担
当　

小
林　

成
夫

　

☎
０
９
０
（
６
１
９
６
）
１
５
４
７

　
　
　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
88
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

３
月
12
日
㈮

場
所　

勝
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
０
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

３
月
１
日
㈪

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

 

第
71
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

常
磐
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

３
月
29
日
㈪

場
所　

霞
台
Ｃ
Ｃ　

筑
波
コ
ー
ス

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
38
分

募
集　

８
組
32
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

７
７
１
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込　

免
税
あ
り
）

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
（
賞
品
・
そ
の
他
込
）

締
切　

３
月
15
日
㈪

担
当　

斉
藤　

弥
一

　
　

☎
０
４
（
７
１
０
７
）
２
５
０
８

　
　
　

西
袋　

哲
也

　
　

☎
０
４
（
７
１
２
４
）
２
２
６
０

 

国
立
劇
場　

文
楽
鑑
賞
教
室
（
報
告
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
座
席
の
前
後
左
右
に
間
隔
を
空

け
る
な
ど
劇
場
の
徹
底
し
た
感
染
対
策

の
中
、
12
月
８
日
に
実
施
。
30
名
募
集

の
と
こ
ろ
35
名
の
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
、
全
員
参
加
で
文
楽
鑑
賞
教
室
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

２
人
の
少
女
が
愛
ら
し
く
遊
ぶ
『
二

人
禿
』
の
上
演
に
始
ま
り
、
義
太
夫
、

三
味
線
の
方
々
に
よ
る
「
文
楽
の
歴
史

や
魅
力
」
の
解
説
、
最
後
は
陰
陽
師
、

安
倍
晴
明
を
題
材
に
し
た
『
芦
屋
道
満

大
内
鑑
葛
の
葉
子
別
れ
の
段
』
の
上
演

が
あ
り
ま
し
た
。
事
前
に
国
立
劇
場
側

発行：BOB会関東支部

2021年
（令和3年）
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か
ら
「
文
楽
入
門
鑑
賞
の
し
お
り
」
と

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
注
意
の
書
面
」
が
配

付
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
初
心
者
を

は
じ
め
、
全
員
が
有
意
義
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
受
付
も
通
常
と
は
異
な
り
、

チ
ケ
ッ
ト
お
渡
し
を
含
め
様
々
な
制
限

が
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。　
（
久
留　

記
）

 

第
85
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
報
告
）

　

12
月
10
日
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
19
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
冬
の
肌
寒
さ
が
感
じ

ら
れ
る
曇
り
空
で
し
た
が
、
コ
ー
ス
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
良
く
、
楽
し
く
プ
レ

ー
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
大
ベ
テ
ラ
ン

が
優
勝
し
、
な
ん
た
い
倶
楽
部
の
百
戸

さ
ん
が
健
闘
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

広
原　

徳
順
さ
ん　

96
26
70

準
優
勝　

百
戸　

正
行
さ
ん　

97
25
72

３　

位　

八
巻　

信
喜
さ
ん　

83
8
75

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷　

記
）

 

第
１
０
８
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ（
報
告
）

　

12
月
16
日
、
宇
都
宮
市
の
サ
ン
ヒ
ル

ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
10
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

寒
さ
に
め
げ
ず
、
楽
し
い
ゴ
ル
フ
が

で
き
ま
し
た
。
結
果
は
、
常
時
２
位
ま

た
は
３
位
の
実
力
者
、
川
田
さ
ん
が
昨

年
初
め
て
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

川
田　

和
夫
さ
ん　

90
11
79

準
優
勝　

柳
田　

満
一
さ
ん　

108
27
81

３　

位　

松
本　

一
人
さ
ん　

110
26
84

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
山　

記
）

 

令
和
２
年
度
第
８
回
戦
（
募
集
）

　

今
年
度
の
最
終
戦
を
、
場
所
を
変
更

し
て
開
催
し
ま
す
。
プ
レ
ー
を
楽
し
み
、

ぜ
ひ
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
ょ
う
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
！

期
日　

３
月
23
日
㈫

場
所　

佐
倉
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

集
合　

京
成
酒
々
井
駅　

９
時
40
分

募
集　

12
名

会
費　

１
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
・
レ
ン

タ
ル
・
賞
品
込
）

　
　

＊
昼
食
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

担
当　

新
部　

健
治

　
　

☎
０
４
７
（
４
４
８
）
２
５
１
７

　
　
　

三
富　

照
雄

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
７
）
４
１
７
０

 

12
月
の
互
選
句

　

12
月
の
題
は
「
進
路
」

こ
の
道
を
来
た
か
ら
会
え
た
人
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

我
が
進
路
コ
ロ
ナ
さ
え
ぎ
り
霧
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

進
学
も
進
路
を
拒
む
コ
ロ
ナ
菌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

将
来
の
進
路
に
迷
い
引
き
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

台
風
が
ジ
グ
ザ
グ
浮
気
迷
走
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

寡
婦
と
な
り

　

派
手
に
生
き
る
と
進
路
変
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

あ
が
い
て
も
三
途
の
川
が
待
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

飄
々
と
生
き
て
進
路
は
風
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

　

昭
和
49
年
に
日
本
交
通
公
社
に
入
社
、

平
支
店
を
振
り
出
し
に
、土
浦
・
熊
谷
・

Ｔ
Ｌ
・
水
戸
と
異
動
し
、
関
越
仕
入
以

降
は
旅
行
分
野
か
ら
職
種
形
態
が
変
わ

り
、
シ
ス
テ
ム
分
野
の
仕
事
に
従
事
し

ま
し
た
。
そ
の
間
、
各
職
場
の
皆
様
の

ご
指
導
に
は
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
故
郷
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
東
北
い
わ

き
支
店
に
勤
務
し
、
平
成
24
年
５
月
に

退
職
、
約
40
年
間
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
勤
務
を
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
念
願
の
秘
湯
温
泉
巡
り

を
ス
タ
ー
ト
。
滝
下
か
ら
湧
き
出
る
奥

鳴
子
温
泉
宿
、
そ
し
て
二
岐
温
泉
の
出

湯
等
々
、
温
泉
巡
り
三
昧
の
楽
し
み
を

満
喫
し
た
シ
ン
プ
ル
な
生
活
を
し
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
後

は
、
復
興
事
業
の
１
つ
で
あ
る
、
い
わ

き
復
興
観
光
案
内
所
で
約
３
年
間
、
被

災
個
所
へ
の
視
察
案
内
や
添
乗
業
務
等

に
携
わ
り
、
現
地
の
被
害
状
況
・
復
興

の
現
況
等
の
説
明
・
案
内
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
は
復
興
工
事
も
加
速

さ
れ
、
か
つ
て
の
惨
状
も
減
り
ま
し
た

の
で
、
こ
の
業
務
も
卒
業
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
再
び
秘
湯
温
泉
へ
の
旅
を

計
画
中
！
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

残
念
な
が
ら
保
留
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
や
む
な
く
、
今
は
運
動
不
足
解
消

に
ボ
ウ
リ
ン
グ
リ
ー
グ
へ
参
加
し
、
週

１
の
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

と
き
わ
路
倶
楽
部
へ
加
入
す
る
に
あ

た
り
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

次
の
15
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
11
月
出
発
分
〉

五
十
嵐
隆　

池
田
達
男　
国
松
千
恵
子

齋
藤
正
司　

瀬
戸　

修　

曽
我
和
恵　

土
屋　

實　

常
住
吉
男　

鶴
岡
克
己

外
川
宇
八　

中
村
雄
征　
長
島
喜
恵
子

野
田
正
和　

樋
口　

弘　

山
場
利
雄

　

次
の
34
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
11
月
分
〉

会
田
三
重
子　

赤
坂
治
子　

秋
山
裕
子

飯
尾
佳
弘　

五
十
嵐
隆　

稲
葉　

茂

岩
瀬
正
夫　

内
田
寛
治　

小
川
和
子

加
藤
不
二
男　

木
次
昌
紀　

九
郷
臣
二

栗
田　

保　

栗
又
靖
糺　

小
林
哲
二

佐
野
孝
雄　

茂
原
史
則　

嶋
口　

健

曽
我
和
恵　

髙
橋
恒
彦　

滝
口
重
夫

田
口
栄
治　

田
所
正
栄　

田
中
淑
夫

中
村
雄
征　

並
木　

清　
二
階
堂
晋
一

野
口
正
太
郎　

浜
名
誠
一　
濱
野
キ
ヨ
子

原
田
清
孝　

宮
嶋　

恂　
山
瀬
亀
和
武

鷲
澤
典
子

 

お
詫
び
と
訂
正

　

支
部
だ
よ
り
１
月
号
の
常
磐
倶
楽
部

「
第
70
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
記
事
中
、

優
勝
者
井
内
貴
明
さ
ん
の
グ
ロ
ス
ス
コ

ア
は
97
が
正
当
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

会
員
だ
よ
り

シ
ン
プ
ル
な
生
き
方
を

と
き
わ
路
　
四
家　

正
直

訃
　
　
　
　
報

林　
　

義
康
さ
ん　
（
88
歳
）

令
和
２
年
12
月
６
日

謹
ん
で
心
か
ら

　
　
　

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

お

知

ら

せ

と
き
わ
路
倶
楽
部

な
ん
た
い
倶
楽
部

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
新
聞

Ｗ
Ｅ
Ｂ
社
内
報
化
へ
の
対
応

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
新
聞
は
、
12
月
号

１
面
に
掲
載
の
と
お
り
、
昨
年
12
月
号

を
も
っ
て
紙
新
聞
を
廃
止
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

社
内
報
「
Ｊ
’ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ

＝
ジ
ェ
イ
ズ
マ
ガ
ジ
ン
」
に
刷
新
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
新
経
営
計
画
に
則
っ

た
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
一
環
で
、
経
費

削
減
に
も
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
へ
は
、
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
決
算
・
人
事
な
ど
の
経
営
情
報
お
よ

び
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
関
係
記
事
が
月
末
に
提
供

さ
れ
ま
す
。
そ
の
情
報
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）上
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。
関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
上
の
「
Ｊ
’ｓ

　

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ
ｉ
ｎ
ｅ
」
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
（
ID
＝
ｊ
ｔ
ｂ
ｏ
ｂ
ｏ
ｇ
、
PW
＝

２
４
３
１
９
）。
そ
の
中
の
重
要
情
報

は
、
本
部
発
行
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ
新
聞
に
も
掲

載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
お
手
持
ち
の
ス
マ
ホ

や
パ
ソ
コ
ン
で
、関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
の「
お

知
ら
せ
通
知
登
録
」、
お
よ
び
本
部
Ｈ

Ｐ
の
「
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
登
録
」
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
（
登
録
操
作
に
つ
い
て
は
、
支

部
だ
よ
り
12
月
号
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
親
し
む
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

 

玉
川
上
水
を
歩
く
（
第
３
回
）

鷹
の
台
か
ら
武
蔵
境

　

今
回
は
桜
の
季
節
に
歩
き
ま
す
。
初

め
に
日
本
で
唯
一
の
下
水
道
の
博
物
館

を
訪
れ
、
玉
川
上
水
と
の
関
係
を
探
り

ま
す
。
小
川
水
衛
所
跡
か
ら
先
は
小
金

井
桜
と
し
て
有
名
な
通
り
で
す
。
途
中

希
望
者
に
は
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
を

見
学
い
た
だ
け
ま
す
（
入
館
料
別
）。

　

昼
食
は
和
食
処
「
一
龍
」
に
て
。
午

後
は
歌
川
広
重
ら
が
錦
絵
や
絵
画
に
描

い
た
小
金
井
橋
を
散
策
後
、
桜
の
名
所

小
金
井
公
園
で
少
休
止
。
千
川
上
水
の

分
岐
と
な
る
境
橋
を
経
由
し
、
最
後
は

国
木
田
独
歩
の
文
学
碑
の
あ
る
桜
橋
を

通
っ
て
武
蔵
境
駅
ま
で
行
き
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
日　

３
月
31
日
㈬

集
合　

西
武
鷹
の
台
駅　

10
時

行
程　

鷹
の
台
駅　

小
平
ふ
れ
あ
い
下

水
道
館　

小
川
水
衛
所
跡　

小

平
桜
橋　
（
昼
食
）　

小
金
井
橋

　

小
金
井
公
園　

武
蔵
境
駅

会
費　

３
０
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
） 

主
催　

武
蔵
野
倶
楽
部

担
当　

小
川　

元 　

　

☎
０
９
０
（
２
４
８
５
）
９
４
６
９

＊
最
終
第
４
回
は
５
月
11
日
㈫
を
予
定
。

 

さ
き
た
ま
倶
楽
部
・
な
ん
た
い
倶
楽
部

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
募
集
）

期
日　

３
月
17
日
㈬

場
所　

デ
ィ
ア
レ
イ
ク
Ｃ
Ｃ

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時
３
分

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　
　

４
４
９
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

男
性
１
５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　

女
性
１
０
０
０
円

締
切　

３
月
９
日
㈫

担
当　

小
林　

成
夫

　

☎
０
９
０
（
６
１
９
６
）
１
５
４
７

　
　
　

百
戸　

正
行

　

☎
０
９
０
（
６
５
１
５
）
０
６
７
２

 

第
88
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

と
き
わ
路
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

３
月
12
日
㈮

場
所　

勝
田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

集
合　

８
時
20
分

ス
タ
ー
ト　

９
時

募
集　

５
組
20
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

５
０
０
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　
　

１
０
０
０
円

締
切　

３
月
１
日
㈪

担
当　

大
谷　

広
一

　

☎
０
９
０
（
３
０
９
６
）
９
８
７
０

 

第
71
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

常
磐
倶
楽
部
（
募
集
）

期
日　

３
月
29
日
㈪

場
所　

霞
台
Ｃ
Ｃ　

筑
波
コ
ー
ス

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
38
分

募
集　

８
組
32
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

７
７
１
０
円

　
　
　
（
諸
税
・
昼
食
込　

免
税
あ
り
）

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

　
　
　
（
賞
品
・
そ
の
他
込
）

締
切　

３
月
15
日
㈪

担
当　

斉
藤　

弥
一

　
　

☎
０
４
（
７
１
０
７
）
２
５
０
８

　
　
　

西
袋　

哲
也

　
　

☎
０
４
（
７
１
２
４
）
２
２
６
０

 
国
立
劇
場　

文
楽
鑑
賞
教
室
（
報
告
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
座
席
の
前
後
左
右
に
間
隔
を
空

け
る
な
ど
劇
場
の
徹
底
し
た
感
染
対
策

の
中
、
12
月
８
日
に
実
施
。
30
名
募
集

の
と
こ
ろ
35
名
の
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
、
全
員
参
加
で
文
楽
鑑
賞
教
室
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

２
人
の
少
女
が
愛
ら
し
く
遊
ぶ
『
二

人
禿
』
の
上
演
に
始
ま
り
、
義
太
夫
、

三
味
線
の
方
々
に
よ
る
「
文
楽
の
歴
史

や
魅
力
」
の
解
説
、
最
後
は
陰
陽
師
、

安
倍
晴
明
を
題
材
に
し
た
『
芦
屋
道
満

大
内
鑑
葛
の
葉
子
別
れ
の
段
』
の
上
演

が
あ
り
ま
し
た
。
事
前
に
国
立
劇
場
側

（2）第351号


